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天
竜
川
は
八
ケ
岳
連
峰
最
高
峰
の
赤
岳

（
標
高
2
8
9
9
メ
ー
ト
ル
）を
水
源
と
す
る
、

中
部
地
方
屈
指
の
一
級
河
川
だ
。
赤
岳
を
出

発
し
た
水
は
長
野
県
南
信
地
方
の
諏
訪
湖
で

一
度
留
ま
っ
た
の
ち
、
静
岡
・
愛
知
県
境
を

南
下
し
静
岡
県
浜
松
市
の
遠
州
灘
に
流
れ
込

む
。
中
央
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の

山
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
水
は
、
総
延
長
2
1

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
5
0
9
0
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
天
竜
川
を
つ
く
り
だ
す
。

　

こ
の
豊
富
な
水
資
源
は
水
力
発
電
に
と
っ

て
好
適
地
が
多
く
、
水
系
全
体
で
15
カ
所
の

ダ
ム
と
59
カ
所
の
発
電
所
が
開
発
さ
れ
稼
働

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
ダ
ム
5
カ
所
、
発

電
所
9
カ
所
を
運
用
し
て
い
る
の
が
、
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
：
電
源
開
発
（
以
下
「
Ｊ
パ

ワ
ー
」）
だ
。
水
系
全
体
の
発
電
量
は
2
1

9
・
5
万
ｋ
Ｗ
だ
が
、
同
社
が
運
営
す
る
9

カ
所
の
発
電
所
だ
け
で
も
合
計
で
1
7
2
・

9
万
ｋ
Ｗ
の
電
気
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
水
系
全
体
の
約
8
割
を
も
占
め
る
能
力
だ
。

　

昨
年
12
月
に
、
天
竜
川
水
系
に
お
け
る
Ｊ

パ
ワ
ー
の
水
力
発
電
所
群
を
訪
れ
る
機
会
を

得
た
。
水
力
を
含
む
発
電
事
業
に
お
い
て
約

が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
戦
後
土
木
技

術
の
金
字
塔
で
あ
り
、
同
社
を
代
表
す
る
地

点
の
一
つ
だ
。

　

そ
し
て
今
、
佐
久
間
発
電
所
が
大
き
く
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ

Ｓ
佐
久
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
っ
た
大

規
模
な
更
新
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
天
竜
川
水
系
に
お
け
る

Ｊ
パ
ワ
ー
の
水
力
発
電
所
群
に
つ
い
て
、
長

屋
繁
さ
ん
（
佐
久
間
電
力
所
長
）
に
発
電
設

備
の
特
徴
や
運
用
の
課
題
に
つ
い
て
、
新
村

祐
二
さ
ん
（
佐
久
間
更
新
工
事
準
備
事
務
所

長
）
に
更
新
工
事
の
概
要
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
佐
久
間
ダ
ム
の
軌

跡
と
未
来
を
紹
介
す
る
。

多
種
多
様
な
ダ
ム
と
水
車

　

天
竜
川
水
系
に
あ
る
Ｊ
パ
ワ
ー
の
発
電
設

備
は
、
異
な
る
種
類
の
水
車
、
様
々
な
型
式

の
ダ
ム
を
備
え
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
主
要

な
型
式
が
ほ
ぼ
佐
久
間
電
力
所
管
内
に
揃
っ

て
い
る
。
上
流
か
ら
下
流
に
向
け
て
順
番
に

説
明
し
て
い
く
。
取
材
当
日
は
、
空
の
青
さ

が
澄
み
切
っ
た
冬
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
天
竜
川

の
表
情
は
穏
や
か
だ
っ
た
。

　

天
竜
川
水
系
に
お
け
る
同
社
設
備
の
中
で

最
上
流
に
位
置
す
る
の
が
、
早
木
戸
取
水
堰

と
早
木
戸
発
電
所
だ
。
浜
松
市
街
地
か
ら
約 佐久間ダム湖。豊かな自然に人工物が調和している
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早木戸取水堰

早木戸発電所

新豊根発電所

佐久間電力館

佐久間発電所
佐久間電力館

秋葉第一発電所

秋葉第二発電所

新佐久間周波数変換所（建設中）

佐久間第二発電所

秋葉第三発電所

船明発電所
天竜事務所

船明ダム

秋葉ダム

水窪ダム

新豊根ダム

水窪発電所

佐久間ダム

（国土交通省との共有）

（農林水産省、静岡との共有）

遠 州 灘遠 州 灘

浜名湖浜名湖

諏訪湖諏訪湖

佐久間周波数変換所

70
年
の
歴
史
を
持
つ
同
社
だ
が
、
同
社
の
大

規
模
水
力
発
電
事
業
の
出
発
点
と
な
っ
た
の

が
、
天
竜
川
中
流
に
あ
る
佐
久
間
ダ
ム
だ
。

1
9
5
3
年
に
建
設
が
開
始
。
戦
後
の
電
力

不
足
を
1
日
で
も
早
く
解
消
す
る
べ
く
、

「
工
期
3
年
」
と
い
う
異
例
の
速
さ
で
完
成

J-POWER
電源開発

天
竜
川
水
系
発
電
所
群
と

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
佐
久
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

地
域
と
歩
む
ダ
ム
の
金
字
塔
を
次
世
代
へ
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流
の
水
窪
川
な
ど
の
水
で
発
電
を
行
う
。
水

窪
ダ
ム
は
粘
土
や
岩
を
積
み
重
ね
て
盛
り
立

て
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
形
式
の
ダ
ム
で
あ
る
。

高
さ
1
0
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
2
5
8
メ
ー

ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量
2
2
8
0
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ダ
ム
だ
。
ダ
ム
の
水
は

導
水
路
を
通
じ
て
水
窪
発
電
所
へ
と
導
か
れ

る
。
有
効
落
差
2
1
9
・
50
メ
ー
ト
ル
を
使

っ
て
落
ち
る
水
が
、
1
台
の
発
電
機
（
フ
ラ

ン
シ
ス
水
車
）
を
回
す
。
認
可
最
大
出
力
は

5
万
ｋ
Ｗ
。
発
電
に
使
わ
れ
た
水
は
、
佐
久

間
ダ
ム
湖
へ
と
放
流
さ
れ
る
。

　

佐
久
間
ダ
ム
の
上
流
に
は
、
揚
水
発
電
を

行
う
新
豊
根
発
電
所
が
設
け
ら
れ
た
。
揚
水

発
電
と
は
、
電
力
需
要
が
少
な
い
時
間
帯
の

余
剰
電
力
を
使
っ
て
、
下
ダ
ム
（
下
池
）
に

溜
め
た
水
を
上
ダ
ム
（
上
池
）
に
汲
み
上
げ

て
お
き
、
電
力
需
要
が
多
く
な
る
時
間
帯
に

汲
み
上
げ
た
水
で
発
電
す
る
と
い
う
仕
組
み

だ
。
こ
こ
で
は
、
天
竜
川
に
隣
接
す
る
河
川

に
築
造
さ
れ
た
新
豊
根
ダ
ム
が
上
池
、
佐
久

間
ダ
ム
が
下
池
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
新

豊
根
ダ
ム
は
、
国
土
交
通
省
と
Ｊ
パ
ワ
ー
で

所
長
は
こ
う
語
る
。「
私
が
入
社
し
た 

1
9

8
3
年
ご
ろ
は
、
原
子
力
発
電
な
ど
の
余
剰

電
力
を
吸
収
す
る
た
め
に
夜
間
に
揚
水
を
行

う
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。
た
だ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
し
た
現
在
は
、
太
陽

光
発
電
等
の
関
係
で
昼
間
に
揚
水
を
行
う
こ

と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
」
│
│
。

年
間
約
14
億
ｋ
Ｗ
ｈ
を
生
み
出
す

　

こ
れ
ら
の
水
を
一
身
に
受
け
止
め
る
の

が
、
天
竜
川
中
流
に
あ
る
佐
久
間
ダ
ム
だ
。

ダ
ム
堤
体
自
身
の
重
さ
で
水
を
せ
き
止
め
貯

留
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
式
の
ダ
ム
。
高

さ
1
5
5
・
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
2
9
3
・

5
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量
が
約
2
億
5

4
4
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
ダ
ム
の
高
さ
は
竣

工
当
時
（
1
9
5
6
年
）
で
日
本
一
、
現
在

も
全
国
9
位
を
誇
る
。
下
か
ら
ダ
ム
を
見
上

げ
る
と
、
そ
の
あ
ま
り
の
高
さ
に
、
ダ
ム
が

ど
れ
ほ
ど
大
量
の
水
を
せ
き
止
め
て
い
る
か

を
実
感
す
る
。
そ
し
て
ダ
ム
堤
の
両
脇
で
鋭

角
に
佇
む
渓
谷
が
、
こ
の
地
点
が
い
か
に
断

共
同
管
理
を
行
う
多
目
的
ダ
ム
で
、

高
さ
1
1
6
・
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

3
1
1
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量

4
0
4
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
ア
ー

チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
。
ダ
ム
を

上
か
ら
見
下
ろ
す
と
ド
ー
ム
の
よ
う

に
膨
ら
む
堤
体
に
圧
倒
さ
れ
た
。
左

右
非
対
称
な
そ
の
膨
ら
み
が
、
ま
る

で
呼
吸
す
る
巨
大
な
生
き
物
の
よ
う

に
感
じ
た
。

　

新
豊
根
発
電
所
は
有
効
落
差
2
0

3
メ
ー
ト
ル
、
最
大
で
毎
秒
6
4
5

立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
使
用
す
る
。

5
台
の
発
電
機
（
フ
ラ
ン
シ
ス
ポ
ン

プ
水
車
）
に
よ
っ
て
認
可
最
大
出
力

1
1
2
万
5
0
0
0
ｋ
Ｗ
の
規
模
を

誇
る
。
下
池
か
ら
効
率
よ
く
揚
水
す

る
た
め
、
水
車
の
羽
が
通
常
よ
り
長

く
な
っ
て
い
る
。
1
9
7
2
年
に
運

転
を
開
始
。
新
豊
根
発
電
所
に
よ
っ

て
同
水
系
の
発
電
電
力
量
が
大
幅
に

増
加
し
た
。

　

揚
水
発
電
の
役
割
の
変
化
を
長
屋

1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
上
し
た
山
深
い
場

所
に
位
置
す
る
。
天
竜
川
支
流
の
早
木
戸
川

の
水
が
早
木
戸
取
水
堰
で
せ
き
止
め
ら
れ

る
。
な
お
、
早
木
戸
取
水
堰
は
、
13
・
5

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ダ
ム
（
基
礎
地
盤
か
ら

堤
の
頂
上
ま
で
15
メ
ー
ト
ル
以
上
）
に
該
当

し
な
い
。
水
は
約
4
・
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ト
ン
ネ
ル
を
駆
け
お
り
、
早
木
戸
発
電
所
に

流
れ
込
む
。

　

早
木
戸
発
電
所
は
大
規
模
水
力
開
発
が
一

段
落
し
た
1
9
8
5
年
に
、
未
利
用
水
力
資

源
を
活
用
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。
1
台

の
発
電
機
（
ペ
ル
ト
ン
水
車
）
に
よ
っ
て
、

認
可
最
大
出
力
1
万
1
2
0
0
ｋ
Ｗ
の
電
気

を
生
み
出
す
。
使
わ
れ
た
水
は
天
竜
川
に
流

れ
込
む
。

　

早
木
戸
発
電
所
の
少
し
下
流
側
に
あ
る
の

が
水
窪
ダ
ム
と
水
窪
発
電
所
だ
。
天
竜
川
支 新豊根ダム。息をのむ高さ。これぞまさに巨大構造物

下流側から見た佐久間ダム。ここから日本の大規模水力発電事業が始まった
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崖
に
囲
ま
れ
た
谷
か
を
感
じ
さ
せ
る
。「
ダ

ム
の
ゲ
ー
ト
脇
に
『
佐
久
間
ダ
ム
』
と
名
前

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
社
の

ダ
ム
で
こ
こ
だ
け
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
当
社
に

と
っ
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ダ
ム
と
い
う
こ
と

で
す
」（
長
屋
所
長
）。

　

佐
久
間
ダ
ム
の
水
は
導
水
路
に
よ
っ
て
佐

久
間
発
電
所
に
到
達
。
最
大
で
毎
秒
3
0
6

立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
使
い
、
1
3
3
・
49

メ
ー
ト
ル
の
有
効
落
差
を
持
つ
。
4
台
の
発

電
機
で
認
可
最
大
出
力
35
万
ｋ
Ｗ
の
電
気
を

生
み
出
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
の
発
電
機
を

採
用
。
実
際
に
大
き
な
音
を
立
て
て
回
転
す

る
水
車
軸
を
目
の
前
に
す
る
と
、
そ
の
場
に

い
る
だ
け
で
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
発
電
電
力
量
は
年
間
約
14
億
ｋ
Ｗ
ｈ
。

（
全
国
の
揚
水
発
電
所
を
除
く
）
国
内
最
大

級
の
一
般
水
力
発
電
所
だ
。
佐
久
間
ダ
ム
の

歴
史
に
つ
い
て
は
後
段
で
説
明
す
る
。

　

佐
久
間
発
電
所
の
特
徴
の
一
つ
が
、
東
側

の
50
Ｈ
ｚ
、
西
側
の
60
Ｈ
ｚ
の
両
方
の
周
波

数
で
発
電
が
可
能
な
点
だ
。
1
9
6
5
年
、

佐
久
間
発
電
所
か
ら
1
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
距
離
に
佐
久
間
周
波
数
変
換
所
が
建

設
さ
れ
た
。
二
つ
の
周
波
数
を
相
互
に
変
換

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
電
力
の
効
率
的
運
用

を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
世
界
初
の
電
気

事
業
用
周
波
数
変
換
設
備
だ
。

　

佐
久
間
発
電
所
で
役
割
を
終
え
た
水
は
天

竜
川
に
は
直
接
戻
ら
ず
、
川
の
地
下
に
あ
る

導
水
路
を
通
り
、
再
び
佐
久
間
第
二
発
電
所

で
発
電
に
使
わ
れ
る
。
比
較
的
低
い
12
・
3

メ
ー
ト
ル
の
落
差
を
利
用
し
、
2
台
の
発
電

機
に
よ
っ
て
認
可
最
大
出
力
3
万
2
0
0
0

ｋ
Ｗ
の
電
気
を
生
み
出
す
。
発
電
機
は
落
差

が
小
さ
く
水
量
が
多
い
地
点
に
適
す
る
横
軸

の
可
動
プ
ロ
ペ
ラ
（
チ
ュ
ー
ブ
ラ
）
水
車
を

採
用
。

　

発
電
に
使
用
さ
れ
た
水
は
放
水
路
を
通

り
、
下
流
に
あ
る
秋
葉
ダ
ム
に
到
達
す
る
。

秋
葉
ダ
ム
は
、
高
さ
89
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
2

7
3
・
4
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量
7
7

5
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
だ
。
佐
久
間
ダ
ム
よ
り
下
流
の
水
量

を
調
整
す
る
た
め
の
「
逆
調
整
池
」
と
し
て
、

佐
久
間
ダ
ム
の
着
工
か
ら
1
年
後
に
建
設
が

開
始
さ
れ
た
。

　

秋
葉
ダ
ム
で
貯
め
ら
れ
た
水
は
、
秋
葉
第

一
、
第
二
、
第
三
発
電
所
で
電
気
を
生
み
出

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
所
に
は
、
第
一
と
第

三
に
2
台
ず
つ
（
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
）、
第

二
に
1
台
（
カ
プ
ラ
ン
水
車
）
の
発
電
機
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
認
可
最
大
出
力
の
合
計

は
12
万
9
4
0
0
ｋ
Ｗ
。

　

ダ
ム
近
辺
に
は
日
本
各
地
に
あ
る
秋
葉
神

社
の
総
本
宮
で
あ
る
秋
葉
神
社
が
鎮
座
し
て

い
る
。
火
防
の
神
様
が
祭
ら
れ
て
、
飛
鳥
時

代
に
創
建
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

長
い
歴
史
を
持
つ
地
域
な
の
だ
。

　

三
つ
の
発
電
所
で
役
目
を
終
え
た
水
は
天

竜
川
に
戻
り
、
水
系
最
下
流
に
あ
る
船
明
ダ

ム
に
貯
留
さ
れ
る
。
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
で
、
高
さ
24
・
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
2

2
0
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量
3
6
0
万

立
方
メ
ー
ト
ル
。
す
ら
っ
と
直
線
に
延
び
る

堤
体
が
水
を
せ
き
止
め
て
い
て
、
非
常
に
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
印
象
を
持
っ
た
。

　

ダ
ム
取
水
口
よ
り
吸
い
込
ま
れ
た
水
は
、

有
効
落
差
14
・
5
メ
ー
ト
ル
を
使
い
、
船
明

発
電
所
に
設
置
さ
れ
た
1
台
の
水
車
を
回

す
。
認
可
最
大
出
力
は
3
万
2
0
0
0
ｋ

Ｗ
。
小
落
差
で
も
効
率
よ
く
電
気
を
生
み
出

す
立
軸
カ
プ
ラ
ン
水
車
を
採
用
。
船
明
ダ
ム

で
発
電
の
務
め
を
果
た
し
た
水
は
再
び
天
竜

川
の
流
れ
に
戻
り
、
川
を
下
り
な
が
ら
遠
州

灘
に
到
達
。
天
竜
川
の
旅
を
終
え
る
の
だ
。

佐久間発電所につながる取水口。レトロで趣のある外観

秋葉ダム。89メートルという数字ほど高さが感じられないの
は、堤体の半分が地下に埋まっているからとのこと

船明ダム。一つ約３００トン（巻上機含）の9枚のゲートが目を引く
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同
水
系
を
上
流
か
ら
見
て
い
く
と
、
効
率

よ
く
川
の
水
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
発
電
に
使
っ
た
水
は
全
て
天
竜
川

に
戻
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

地
点
の
諏
訪
湖
の
水
が
、
そ
の
ま
ま
遠
州
灘

に
流
れ
込
む
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
水
系
全
体
を

一
つ
の
水
源
と
し
て
考
え
、
佐
久
間
ダ
ム
を

中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
」（
長
屋
所
長
）。

ダ
ム
建
設
が
困
難
だ
っ
た「
暴
れ
天
竜
」

　
Ｊ
パ
ワ
ー
大
規
模
水
力
発
電
事
業
の
原
点

と
な
っ
た
佐
久
間
ダ
ム
に
は
ど
の
よ
う
な
歴

史
が
あ
る
の
か
。
も
と
も
と
天
竜
川
に
お
け

る
水
力
事
業
開
発
の
歴
史
は
長
く
、
大
正
時

代
か
ら
上
流
で
は
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
下
流
で
は
以
下
の
理
由
か
ら

ダ
ム
建
設
が
着
手
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て

い
た
。

　

一
つ
目
は
、
河
川
の
流
水
量
の
多
さ
だ
。

天
竜
川
水
系
は
過
去
に
幾
度
と
な
く
洪
水
被

害
を
起
こ
し
て
き
た
こ
と
か
ら
「
暴
れ
天

竜
」
と
い
う
異
名
が
あ
る
。
河
川
の
流
水
量

の
多
さ
か
ら
安
全
に
工
事
を
進
め
ら
れ
る
期

間
が
非
常
に
短
く
、
ダ
ム
建
設
が
見
送
ら
れ

て
き
た
。

　

二
つ
目
は
非
常
に
深
い
峡
谷
だ
。
両
岸
が

崖
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
近
づ
く
手
段
が
な

く
手
を
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
つ
目
は
河

床
の
問
題
だ
。
砂
礫
層
が
深
く
ま
で
続
く
河

床
の
た
め
、
ダ
ム
が
建
設
可
能
な
岩
盤
ま
で

25
メ
ー
ト
ル
近
く
掘
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

当
時
の
日
本
の
技
術
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
、
そ
し
て
急
速
な

経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
電
力
不

足
の
解
消
が
急
が
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
役

割
を
担
う
べ
く
1
9
5
2
年
に
Ｊ
パ
ワ
ー
が

国
策
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
社
が
佐
久

間
ダ
ム
建
設
に
挑
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

で
は
、
不
可
能
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
同

地
点
に
お
い
て
、
異
例
の
「
工
期
3
年
」
を

可
能
と
し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
。

一
つ
が
大
型
重
機
の
導
入
だ
。
当
時
の
日
本

の
土
木
施
工
技
術
は
人
力
が
主
流
で
、
佐
久

間
で
の
ダ
ム
建
設
は
10
年
で
も
困
難
だ
と
言

わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
佐
久
間
ダ
ム
と
同

様
の
特
徴
を
持
つ
ダ
ム
を
手
掛
け
て
い
た
ア

メ
リ
カ
か
ら
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
な
ど
を
購
入
し
た
。
ま
た
、
大
型
重

機
を
操
作
で
き
る
者
も
当
時
の
日
本
に
は
い

な
か
っ
た
の
で
、
操
縦
者
含
め
た
技
術
チ
ー

ム
を
招
聘
し
、
技
術
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

異
例
の
工
期
に
挑
む
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

二
つ
目
は
豊
富
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料

だ
。
ダ
ム
建
設
に
あ
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
必
要
不
可
欠
だ
が
、
そ
の
材
料
と
な
る
の

が
大
量
の
砂
利
や
砂
だ
。
佐
久
間
ダ
ム
地
点

か
ら
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
と
な
る
天

竜
川
と
大
千
瀬
川
の
合
流
点
に
て
砂
利
や
砂

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
資
材
調

達
の
負
担
が
少
な
か
っ
た
。

　

三
つ
目
は
、
現
在
も
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
（
当
時
は
国
鉄
）
が
佐
久
間
地
点
ま
で
通

っ
て
い
た
た
め
、
大
き
な
資
材
を
鉄
道
で
運

搬
す
る
こ
と
で
き
、
工
期
の
短
縮
に
つ
な
が

っ
た
。

　

し
か
し
、
大
規
模
な
工
事
に
は
危
険
も
伴

っ
た
。
佐
久
間
ダ
ム
建
設
に
お
い
て
は
96
名

の
方
が
殉
職
さ
れ
た
。「
ダ
ム
上
流
側
の
広

場
に
殉
職
さ
れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
慰
霊
碑

が
あ
り
ま
す
。
佐
久
間
電
力
所
の
職
員
は
年

に
2
回
、
過
去
の
方
々
を
慰
め
る
べ
く
手
を

合
わ
せ
て
い
ま
す
」（
長
屋
所
長
）。

　

そ
し
て
、
最
新
の
技
術
が
集
結
し
た
佐
久

間
ダ
ム
は
、
1
9
5
6
年
8
月
に
完
成
、
10

月
に
35
万
ｋ
Ｗ
の
竣
工
に
い
た
っ
た
。
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
ダ
ム
が
完
成
す
る
4

カ
月
前
、
発
電
機
が
運
転
で
き
る
状
態
に
な

っ
た
時
点
で
発
電
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
ほ
ど
戦
後
復
興
期
の
日
本
で
は
電
気
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

完
成
の
1
年
後
に
は
、
昭
和
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
も
佐
久
間
ダ
ム
を
訪
れ
た
。
ダ
ム
の

完
成
は
日
本
の
土
木
技
術
の
底
上
げ
に
一
翼

を
担
っ
た
だ
け
で
な
く
、
敗
戦
で
自
信
を
失

っ
て
い
た
国
民
へ
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け

た
の
だ
っ
た
。

佐
久
間
の
誇
り
を
次
の
世
代
へ

　

完
成
か
ら
約
70
年
間
走
り
続
け
て
き
た
佐

久
間
発
電
所
が
、
更
新
工
事
に
よ
っ
て
い
ま

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
佐
久
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
」
に
は
連
携
や
つ
な
が
り
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
地
域
や
社
会
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
発
電
所
を
め
ざ
し
、「
水
力
発
電
」

「
地
域
・
流
域
」「
人
」
の
三
つ
を
軸
と
し
て
、

持
続
可
能
な
未
来
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
の
た
め
我

々
一
人
ひ
と
り
（
Ｕ
Ｓ
）
が
考
え
実
行
す
る

と
い
う
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

2
0
2
3
年
10
月
に
佐
久
間
更
新
工
事
準

備
事
務
所
が
開
設
。
26
年
7
月
の
本
格
着
工

を
見
据
え
、
現
在
は
地
元
住
民
や
関
係
機
関

に
了
解
を
得
る
べ
く
工
事
に
関
す
る
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
搬
入
路
の
整
備
な
ど
準
備

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

更
新
工
事
の
概
要
を
説
明
す
る
。
佐
久
間

発
電
所
は
、
ダ
ム
湖
か
ら
発
電
所
ま
で
水
を

引
く
導
水
路
が
2
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
電

機
の
手
前
で
2
本
に
分
か
れ
て 

4
台
の
発

電
機
を
有
し
て
い
る
。
更
新
工
事
で
は
一
つ

の
導
水
路
を
取
水
停
止
（
4
台
の
発
電
機
の

う
ち
2
台
を
停
止
）
さ
せ
、
2
台
の
発
電
機

を
更
新
す
る
2
期
に
わ
た
る
分
割
施
工
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
今
回
の
工
事
の
最

大
の
特
徴
だ
。

　

前
掲
の
と
お
り
、
佐
久
間
発
電
所
は
年
間

発
電
電
力
量
が
約
14
億
ｋ
Ｗ
ｈ
と
国
内
最
大

級
の
一
般
水
力
発
電
所
で
、
か
つ
50
／
60
Ｈ

ｚ
両
用
機
で
東
西
双
方
に
電
力
供
給
が
可
能

な
た
め
、
電
力
安
定
供
給
上
も
貴
重
か
つ
重

要
な
発
電
所
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
4
台
の
発

電
機
を
一
気
に
更
新
す
る
場
合
、
電
力
需
給

上
の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
2
台
ず
つ
更

新
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
4
台
全
て
を
更

新
す
る
ま
で
に
約
10
年
を
費
や
す
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

ま
た
、
発
電
機
の
水
車
部
分
が
地
下
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
発
電
所
建
屋
も
建
て
替
え
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
更
新
工
事
は
、
最
初
の
2
台
撤

去
後
に
、
建
屋
を
2
分
割
し
て
撤
去
と
新
設

（
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
）
が
な
さ
れ
る
の

だ
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
運
転
中
の
発
電
機
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に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
慎
重
な
作
業
が
求

め
ら
れ
る
。「
運
転
中
の
発
電
機
に
隣
接
し

た
箇
所
で
の
更
新
工
事
は
前
例
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
建
屋
を
更
新
、
し
か
も
分
割
施

工
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
佐
久
間
発
電
所
が

初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
」（
新
村
所
長
）。

　

こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
工
事
だ
と
、
周
辺
へ

の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
佐
久
間
ダ
ム

は
取
水
地
点
か
ら
放
水
地
点
の
間
に
減
水
区

間
（
ダ
ム
築
造
に
伴
い
本
来
河
川
に
流
下
し

て
い
た
水
が
減
少
す
る
区
間
）
が
生
じ
る
。

更
新
工
事
中
は
発
電
使
用
水
量
の
半
減
に
起

因
し
て
ダ
ム
放
流
回
数
が
増
加
し
、
減
水
区

間
に
通
常
よ
り
多
く
の
水
が
流
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。「
減
水
区
間
内
に
は
キ
ャ
ン

プ
場
や
遊
漁
場
（
ア
ユ
釣
り
な
ど
）
が
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
放
流
回
数
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
水
位
上
昇
な
ど
河
川
利
用
者
へ
の
影
響

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
影
響
を
抑
制
・
緩

和
す
る
よ
う
な
対
策
を
当
社
で
検
討
し
、
地

元
関
係
者
の
方
々
に
理
解
を
得
る
べ
く
ご
説

明
を
し
て
い
る
段
階
で
す
」（
新
村
所
長
）。

　

で
は
、
更
新
工
事
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る

の
か
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
が
最
大
使
用
水
量

と
出
力
の
増
加
だ
。
発
電
機
の
一
括
更
新
に

よ
っ
て
、
最
大
使
用
水
量
が
毎
秒
3
0
6
立

方
メ
ー
ト
ル
か
ら
3
5
0
立
方
メ
ー
ト
ル
に

増
加
。
よ
っ
て
認
可
最
大
出
力
が
35
万
ｋ
Ｗ

か
ら
40
万
ｋ
Ｗ
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
活
用
し

き
れ
ず
ダ
ム
か
ら
放
流
し
て
い
た
毎
秒
約
40

立
方
メ
ー
ト
ル
分
の
水
を
発
電
に
活
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
一
般
水
力
発
電
所
の
う

ち
、
更
新
前
の
佐
久
間
発
電
所
の
認
可
最
大

出
力
は
3
番
目
の
規
模
だ
が
、
更
新
に
伴
い

2
番
目
タ
イ
の
規
模
と
な
る
。
佐
久
間
発
電

所
は
浜
松
市
の
約
36
万
世
帯
と
掛
川
市
の
約

5
万
世
帯
、
両
市
の
年
間
電
力
量
を
賄
う
量

に
匹
敵
す
る
。

地
元
と
共
存
し
て
き
た
70
年
間

　

長
屋
所
長
、
新
村
所
長
に
さ
ら
に
お
話
を

伺
っ
て
い
く
。

│
│
佐
久
間
と
い
う
地
で
水
力
発
電
に
携
わ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

長
屋　

実
は
佐
久
間
は
私
が
初
め
て
配
属
さ

れ
た
発
電
所
で
も
あ
り
、
非
常
に
思
い
入
れ

の
深
い
地
域
で
す
。
ま
た
、
佐
久
間
の
方
々

は
電
力
事
業
に
親
し
み
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。「
電
源
開
発
と
佐
久
間
は
昔
か

ら
共
存
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
通

り
地
元
と
と
も
に
、
佐
久
間
を
盛
り
上
げ
て

頂
き
た
い
。
地
元
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
と
協
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
の

お
言
葉
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
。
町
で
会
っ

た
ら
小
さ
な
子
か
ら
学
生
ま
で
必
ず
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
暖
か
い
地
域
で
す
。

新
村　

私
は
佐
久
間
に
来
て
約
1
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々
が
毎
日
必
ず
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
佐
久
間
の
方
々
は

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
住
民
の
地
域
に
対
す

る
誇
り
や
愛
着
）
を
強
く
持
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
運
開
か
ら
安
定
し
た
運
用
を
続
け
て
き
た
佐

久
間
ダ
ム
・
発
電
所
で
す
が
、
い
ま
一
番
の
課
題

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
屋　

や
は
り
堆
砂
が
一
番
の
課
題
で
す
。

現
在
、
佐
久
間
ダ
ム
は
総
貯
水
容
量
の
約
40

％
が
堆
砂
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
上
流
部
の

山
林
荒
廃
も
あ
り
今
後
も
土
砂
流
入
が
継
続

す
る
見
込
み
で
す
。
ダ
ム
堆
砂
の
排
除
を
計

画
的
に
進
め
て
い
か
な
い
と
、
い
ず
れ
ダ
ム

自
体
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
上
流
で
は

浚
渫
船
5
台
を
稼
働
さ
せ
、
堆
砂
排
除
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
の
堆
砂
は
ダ
ム
貯
水
量
の
減
少
要
因

と
な
る
た
め
、
発
電
運
用
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
ま
た
、
天
竜
川
下
流
部
で
は
ダ
ム

か
ら
の
土
砂
流
下
量
の
減
少
に
よ
り
河
床
低

下
や
遠
州
灘
浸
食
に
よ
る
汀
線
後
退
が
顕
著

と
な
っ
て
い
ま
す
。土
砂
流
下
量
の
減
少
は
、

護
岸
・
橋
脚
な
ど
の
河
川
構
造
物
の
洗
堀
、

河
床
粗
粒
化
な
ど
の
生
物
生
息
の
環
境
変

化
、
沿
岸
部
で
の
波
浪
・
高
潮
の
越
波
被
害

な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
天
竜
川
流
砂
系
総
合
土
砂
管

理
計
画
の
一
環
と
し
て
「
天
竜
川
ダ
ム
再
編

事
業
」
が
国
交
省
殿
主
導
の
も
と
2
0
0
4

年
か
ら
計
画
さ
れ
、
発
電
専
用
ダ
ム
で
あ
る

佐
久
間
ダ
ム
の
発
電
容
量
の
一
部
を
治
水
容

量
に
振
り
替
わ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
事
業
に
よ
り
、
佐
久
間
ダ
ム
は
国
交

省
殿
と
当
社
の
共
同
管
理
と
な
り
ま
す
。
こ

の
事
業
の
目
的
は
、
国
交
省
殿
が
ダ
ム
湖
内

の
堆
砂
排
除
を
行
い
、
貯
水
池
機
能
を
改
善

さ
せ
貯
水
容
量
の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、

排
除
し
た
土
砂
を
下
流
へ
土
砂
還
元
す
る
こ

と
で
天
竜
川
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
で
す
。

│
│
近
年
の
気
候
変
動
は
水
力
発
電
事
業
に
影
響

を
あ
た
え
て
い
ま
す
か
？

長
屋　

水
が
多
い
時
期
、
少
な
い
時
期
の
変

化
を
感
じ
ま
す
。
ダ
ム
の
運
用
で
は
、「
こ

れ
か
ら
水
が
少
な
く
な
る
時
期
だ
か
ら
、
今

は
水
位
を
キ
ー
プ
し
て
お
こ
う
」
と
先
を
見

佐久間発電所内。 ４台の発電機と建屋が建て替えられる長屋所長。ご出身は北海道
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据
え
た
調
整
を
行
い
ま
す
。
特
に
佐
久
間
ダ

ム
で
は
、
下
流
の
船
明
ダ
ム
が
農
業
・
工

業
・
水
道
用
水
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
渇
水
期
に
は
水
位
を
高
め
に
保
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
降
水
パ
タ
ー
ン
が
変
化

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
渇
水
期
が
12
〜
2
月

で
し
た
が
、
最
近
で
は
猛
暑
の
影
響
で
、
か

つ
て
降
水
期
だ
っ
た
8
月
の
降
雨
量
が
減
少

す
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
予

測
だ
け
で
は
水
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
1
カ
月
や
3
カ
月
と
い

っ
た
長
期
天
気
予
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
気

候
変
動
へ
適
応
し
て
い
ま
す
。

│
│
更
新
工
事
つ
い
て
新
村
所
長
に
お
伺
い
し
ま

す
。
昨
今
の
資
材
費
高
騰
の
影
響
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

新
村　

建
設
資
材
は
、
昨
今
1
年
に
約
2
割

の
ペ
ー
ス
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
上
昇
で
す
。
当
面
こ

の
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら
な
い
と
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
工
夫
を
重
ね
て
コ
ス
ト
を
抑
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
設
資
材
を
事
前
に
発
注
す

る
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
搬
入
で
き
る
よ

う
工
程
調
整
す
る
な
ど
で
、
作
業
待
ち
に
起

因
す
る
作
業
時
間
の
ロ
ス
を
減
ら
せ
ま
す
。

僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
積
み
重
ね
が
工

期
の
短
縮
、
強
い
て
は
直
接
的
・
間
接
的
各

々
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
我
々

は
、
常
に
合
理
化
を
意
識
し
た
施
工
計
画
に

つ
い
て
検
討
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
安
全
面
や
環
境

保
全
に
は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
い
き

ま
す
。

│
│
大
規
模
な
工
事
で
す
ね
。
次
の
世
代
へ
技
術

を
つ
な
ぐ
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

新
村　

そ
の
点
は
強
く
意
識
し
て
い
ま
す
。

当
社
諸
先
輩
の
情
熱
・
苦
労
・
尽
力
の
上

に
、
こ
の
佐
久
間
ダ
ム
・
発
電
所
は
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
目
的
は
、
当
社
に
限

ら
ず
我
が
国
の
発
展
に
寄
与
し
、
現
在
も
貢

献
し
続
け
る
偉
大
な
こ
の
資
産
を
長
寿
命
化

さ
せ
、
価
値
向
上
を
図
り
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
新
設
、
か
つ
大
規
模

な
発
電
所
建
設
が
限
ら
れ
る
中
、
今
回
の
更

新
工
事
は
中
堅
・
若
手
に
と
っ
て
貴
重
な
機

会
で
す
。
地
域
共
生
、
環
境
保
全
、
建
設
技

術
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
経
験
・
知
見

が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、

業
務
遂
行
上
思
い
通
り
い
か
ず
に
躓
く
状
況

に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
役
割
・
責
務
は
、
所
員
が
問
題
点
の

抽
出
や
課
題
の
解
決
に
向
け
尽
力
で
き
る
業

務
環
境
を
整
え
、
所
員
各
々
の
英
知
を
結
集

さ
せ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
裏
に
導

く
こ
と
で
す
。
苦
労
し
て
成
し
得
た
経
験
・

知
見
は
、
各
人
の
暗
黙
知
と
な
り
、
所
員
、

特
に
中
堅
・
若
手
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
一
助
と
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

│
│
更
新
工
事
に
つ
い
て
地
域
の
雰
囲
気
は
い
か

が
で
す
か
？

新
村　

大
規
模
な
工
事
で
す
か
ら
、
地
元
よ

り
交
通
・
騒
音
・
振
動
な
ど
生
活
環
境
へ
の

影
響
に
対
す
る
ご
不
満
・
ご
要
望
を
想
定
し

て
い
ま
し
た
。
勿
論
、
生
活
環
境
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、「
佐
久
間
ダ
ム
・
発
電
所
は
、
佐
久

間
町
の
誇
り
で
あ
る
。
更
新
工
事
は
、
再
び

こ
の
地
域
に
脚
光
を
浴
び
る
絶
好
の
機
会
。

町
と
し
て
も
更
新
工
事
を
後
押
し
し
た
い
」

と
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
が
、
と
り
わ
け
こ
の
地
域
に
お

い
て
、
地
元
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
が
、
発
電
所
運
転
開
始
以
降
も
地

域
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成
し
て
き
た
当
社
の

財
産
で
す
。
こ
の
財
産
で
あ
る
信
頼
関
係
を

維
持
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
が
ご

要
望
さ
れ
て
い
る
「
佐
久
間
の
知
名
度
」
を

高
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社

と
し
て
も
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
し
、
地
域
に
も
活
性
化
と
い
う
恩
返
し
が

で
き
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
│
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
が
築
け

る
よ
う
、
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
こ
の
地
で
、
こ
の
よ
う
な
業
務

に
携
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
念
を
持
っ
て
、

更
新
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

│
│
最
後
に
水
力
発
電
の
可
能
性
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

長
屋　

国
内
の
電
力
事
情
は
、
水
力
、
火
力
、

原
子
力
と
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
力
発
電
は
自
然
の
恩
恵

を
受
け
た
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

老
朽
化
し
始
め
て
い
る
設
備
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
リ
パ
ワ
リ
ン

グ
等
を
行
い
、
未
来
永
劫
国
内
の
ベ
ー
ス
電

源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
村　

更
新
工
事
に
関
し
て
言
え
ば
、
水
力

発
電
と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

電
源
を
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
さ
せ
る
こ
と

に
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
国
策
や
当
社
経

営
計
画
「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

2

0
5
0
」
で
2
0
5
0
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
掲
げ
る
中
、
そ
の
中

心
と
な
る
水
力
発
電
を
永
く
、
賢
く
、
新
し

く
、
増
や
し
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
価
値

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
翼
を
担

え
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

今
回
、
天
竜
川
水
系
を
訪
れ
て
感
じ
た
の

が
佐
久
間
と
い
う
地
域
へ
の
誇
り
だ
。
こ
の

誇
り
が
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
と
地
元
を
強
く

結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
の

地
域
へ
の
誇
り
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
水
力
発
電
の
役

割
が
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
大
き
な
下

支
え
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
誇
り
を
次

世
代
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ

Ｓ
」
を
掲
げ
て
同
社
は
さ
ら
な
る
発
展
に
挑

み
続
け
る
。
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
低
い
日
本
に
お
い
て
、
水
力

と
い
う
貴
重
な
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
守
り

続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

（
終
）

新村所長。入社後 4度目の建設現場


